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要旨
日本語版New Freezing of Gait Questionnaire（NFOG-Q）の動画を用いたすくみ足の評価を解説す

る。動画は次の4つの場面に分かれている：（1）戸口を通り抜ける際にシャフリングとふるえが混在した
すくみ足が出現する、（2）方向転換時のすくみでは、患者が方向転換を試みる際、シャフリングとふるえ
が混在したすくみ足が11秒間続く、（3）短いすくみの動画では、患者が方向転換を試みる際に1秒にも満
たないシャフリングタイプのすくみ足が出現する、（4）最後の歩き始めのすくみの動画では、患者が歩
行を開始しようとする際にふるえタイプのすくみ足が5秒間出現する。事前に動画を提示することによ
り、患者のすくみ足に対する正確な理解を促し、評価紙を用いることで、適切にすくみ足の重症度を評
価することが可能となる。これらは、PDの診療に役立つと期待される。
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Abstract
We introduce the use of a video together with the Japanese version of the New Freezing of Gait 

Questionnaire（NFOG-Q） to evaluate freezing of gait in patients with Parkinson's disease（PD）. 
Viewing different freezing episodes recorded on the video before completing the questionnaire 
yielded more reliable results. The video consisted of the following four scenes.（1） In the first scene, a 
person with PD exhibited a combination of shuffling and trembling pattern of freezing while passing 
through a doorway.（2） In the second scene of freezing upon turning, a combination of shuffling and 
trembling pattern of freezing lasted for 11 seconds as the person attempted to turn while walking.（3） 
In the third scene of brief freezing, a shuffling pattern of freezing occurred for less than 1 second as 
the person attempted to turn.（4） In the final scene of freezing upon initiating gait, a trembling 
pattern of freezing lasted for 5 seconds as the person attempted to start walking. Showing the video 
to patients before they respond to the questionnaire may allow the patients to gain more accurate 
understanding of freezing of gait, resulting in more reliable evaluation of the severity of freezing of 
gait. These are expected to be useful in the treatment of PD.
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はじめに
「すくみ足」はパーキンソン病（Parkinson's disease：

PD）の主な運動障害の1つで、患者の意思にかかわらず
急に歩行が困難となる状態を指す1）。進行期においては
最大で80％のPD患者ですくみ足を呈することが報告さ
れており2, 3）、発作的に出現するために評価は容易では
ない 4）。すくみ足の主観的な評価指標としてNFOG-Q

（New Freezing of Gait Questionnaire）が国際的に広く
用いられている5, 6）。NFOG-Qは十分な評価特性が担保
されており、短時間で簡単に実施できるといういくつか
の利点があるため6, 7）、すくみ足の評価方法として推奨さ
れ7, 8）、Consensus-Based Standards for the Selection of 
Health Measurement Instruments（COSMIN）の方法論
に基づいたレビューでは、現在、入手できる評価方法のな
かでは最良の評価法であることが報告されている9）。

これまでに原著の英語版のほか9カ国語以上に翻訳さ
れているものの 10 - 18）、公式な日本語版は入手不可能で
あった。そこで、我々は日本語版NFOG-Qの開発と妥当性
および信頼性を確認後、国際誌に発表した19）。NFOG-Q
は3つのパートおよび9つの項目から構成され、各項目は
2～5 段階で採点される（合計 0～28 点、高得点ほど重
症）。事前に異なるすくみ足のサブタイプの動画を視聴す
ることが独自点であり、これにより被検者はすくみ足を
正確に認識したうえで質問項目に回答できるため、改定
前のFOG-Qよりも信頼性の高い結果を得ることができ
る6）。

本稿では、日本語版NFOG-Qの動画と質問紙を用いた
すくみ足の評価を解説する。

動画の解説
日本語版NFOG-Qの動画（Video）は、すくみ、方向転

換のすくみ、短いすくみ、歩き始めのすくみの4種の場面
から構成される。動画では言及されないが、本稿では、
Schaafsmaらの分類に基づいてすくみ足出現中の下腿の
動きによって以下のサブタイプ分類を行う20）。

●  �シャフリングタイプ（shuffling）：非常に小さなステッ
プが認められ、前方への動きは最小限である

●  �ふるえタイプ（trembling）：下腿がふるえるものの、効
果的な前進運動はない

●  �アキネジアタイプ（akines ia、あるいはcomplete 
akinesia）：歩こうとする意思があるにもかかわらず、
下腿の運動が観察できない。

動画1 すくみ
戸口の通り抜けを行っている際のすくみ足の出現を示

している。すくみ足はシャフリングタイプとふるえタイ
プが混在している。この動画を視聴後、質問紙のパート
Ⅰの質問1に回答する（“過去1カ月に「すくみ足」を経験
しましたか？”）。回答が1点（過去1カ月に、このような感
じや状態を経験した）であれば、すくみ足を有するPD患
者と定義され、パートⅡの質問2に回答する（“どのくらい
の頻度ですくみ足が生じていますか？”）。なお、原著版に
準じてこの質問1は合計に含めず、全28点満点とした6）。

動画2 方向転換のすくみ	
患者は直線歩行後、方向転換地点の直前で反時計回り

に方向転換を試みるが、11秒間シャフリングタイプとふ
るえタイプが混在しているすくみ足が継続する。

動画3 短いすくみ
患者は直線歩行後、方向転換地点の直前で反時計回り

に方向転換を試みるが、1秒にも満たないシャフリングタ
イプのすくみ足が出現する。この動画2および動画3を視
聴後、パートⅡの質問 3 ですくみ足の頻度を回答する

（“方向転換をしている間に、どのくらいの頻度で足がす
くみますか？”）。回答が1点以上であれば、質問4に進み、
持続時間の最長を回答する（“方向転換をしている間に足
がすくんだ時、最も長かった持続時間はどのくらいです
か？”）。回答が0点であれば、質問4を飛ばして質問5に
進む。

動画4 歩き始めのすくみ	
患者は歩行を開始しようとするが、ふるえタイプのす

くみ足が出現し5秒間歩き出すことができない。動画を
視聴後、質問5および6でそれぞれ歩き始めのすくみ足に
おける頻度（“最初の一歩を踏み出そうとした時、どのく
らいの頻度で足がすくみますか？“）ならびに持続時間の
最長を回答する（“最初の一歩を踏み出そうとして足がす
くんだ時、最も長かった持続時間はどのくらいです
か？”）。

動画の視聴は質問紙のパートⅡで終了し、パートⅢで
はすくみ足が日常生活に及ぼす影響について、次の3つ
の質問に回答して日本語版NFOG-Qは終了となる。

●  �毎日の歩行ですくみ足がどの程度問題になっているか
（質問7）

●  �すくみ足によって、不安や転倒の恐れをどの程度自覚
するか（質問8）

●  �すくみ足の日常の活動への影響（質問9）
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おわりに
日本語版NFOG-Qの動画と質問紙を用いたすくみ足の

評価を解説した。日本語版NFOG-Qの動画を用いること
で、患者のすくみ足に対する正確な理解を促し、評価紙
により重症度を適切に評価することが可能となる。これ
らは、PD患者の診療や治療計画に役立つと期待される。

なお、日本語版NFOG-Qの動画および質問紙は次の
URLよりダウンロードが可能である。

日本語版NFOG-Qの動画
https://drive.google.com/file/d/1smRASPAtEisetvllX
6QX6YYuy9xTV00X/view?usp=sharing

日本語版NFOG-Qの質問紙
https://static-content.springer.com/esm/art%3A10 . 
1007%2Fs10072 - 024 - 07405 -y/MediaObjects/10072_ 
2024_7405_MOESM2_ESM.doc
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